
校訓「心ひとつに 明日を拓く」 教育目標：自己の確立に精励する生徒の育成
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１日（水）３・４時間目、２年生の「みさと働

きびと＆大空１１学年ＰＴＡ進路講座」が開催さ

れました。今回は…

①〇〇 〇さん（燃料販売業、ｼﾞｬｽﾞﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄ奏者）

②〇〇〇〇さん（デザイン業）

③〇〇〇〇さん（医療、検査技師）

④〇〇〇〇〇さん（ホテル客室清掃）

…の４名の方にお越しいただき、それぞれの「仕

事の内容や適正・必要な資格、やりがい、大変さ、

ふるさとで働くこと」等についてお話をしていた

だきました。いつもの授業よりも、さらに真剣な

眼差しで講師の方を見つめ、聞き逃すまいと耳を

傾ける生徒の皆さんの姿が印象的でした。

この日のお話を聞いて、「今の自分がやるべきこ

と」について考えた生徒たちですが、この体験を

きっかけに、さらに「働くこと」についての考え

を深めていってほしいものです。また、この機会

を捉えて、各ご家庭でも、「働いてお金を得ること」

の厳しさや楽しさ等について、お子さんとお話い

ただければありがたく思います。

４名の皆さん、本当にありがとうございました。

【進路講座の様子 左上①､右上②､左下③､右下④】

８月２６日（木）、県立中央公園陸上競技場を会

場に標記の大会が開催されました。感染症拡大に

よる田沢湖駅伝の代替大会です。

夏休み前から、陽射しの照りつける猛暑の中、

また、雨が降るあいにくのコンディションの中、

選手の皆さんはコツコツと、明るく、元気に「チ

ーム美郷」の練習を積み重ねて来ました。苦しさ

に耐えながら、自分の可能性を伸ばすために、こ

のような努力を続けてきたことだけでも、大いに

賞賛されるべきことだと思っています。

大曲仙北中学校駅伝競走大会

２年生 進路講座 最初に女子、次に男子の競技が行われました。

田沢湖駅伝で走るはずだった、女子は１～５区、

男子は１～７区のそれぞれの距離をトラックで周

回して競い合い、最後に全区のタイムを合計して

順位が決定されました。その結果、男女とも、全

県大会への出場権を獲得しました！本当に、おめ

でとうございます。

全県大会は９月１９(日)、県立中

央公園県営陸上競技場付設コースで

行われます。選手の皆さんのさらな

る活躍に期待したいところです。

□女子団体 第３位

女子区間賞 ５区 〇〇〇〇さん（１年）

□男子団体 第３位

男子区間賞 ２区 〇〇〇〇さん（３年）

５区 〇〇〇〇さん（２年）

７区 〇〇〇〇さん（３年）

８月２７日（金）、大曲中学校を会場に第７２回

大曲仙北中学校英語暗唱弁論大会が開催され、本

校からも２名の生徒が出場しました。

７月初旬から原稿作成等の作業に取りかかり、

夏休み中もＡＬＴ〇〇〇先生から何度も指導をい

ただくなど、練習を積み重ね、大会に臨みました。

結果は次のとおりでしたが、この日のために積み

重ねた努力や学んだことを、これ

からの生活の中で生かしていって

ほしいと願っています。お疲れ様

でした！

□弁論の部

優秀賞 〇〇〇〇さん（３年）

優良賞 〇〇 〇さん（３年）

１日、３年生が修学旅行に行ってきました。感

染症拡大を受け、男鹿方面への日帰り旅行でした。

バスから降りてきた時の、生徒たちのさわやか

な表情や笑顔から、思い出に残る、楽しい旅行だ

ったことがうかがえました。よく言われることで

すが、「どこに行くかよりも、誰と行くかが大切だ。」

ということを実感できた旅行だったのではかった

でしょうか。

なお、添乗員は羽後交

通観光さんですが、バス

は秋田中央交通というの

も、コロナ禍ならではの

光景だと思いました。

修学旅行へ

英語暗唱弁論大会


